
【注意喚起】 昔に比べて地震が増加中

災害対策はお済ですか？

そのパソコンやサーバーのデータ、

バックアップの重要性を再認識してください！

期間 回数(10年間)

1970年代 0回

1980年代 1回

1990年代 10回

2000年代 56回

2010年代 70回

2020年代 18回（~2023年)

■各年代の震度5強以上の回数 ■1970-99年／2000‐23年の発生場所
・1970-99年（30年分) ・2000-23年（23年分)

70倍！

※震度5強以上の震源地

地震の回数は増加傾向！
震源地は全国各地！どこでも発生の可能性！

出典：気象庁/震度データベース検索より

■地震におけるPCやサーバーのデータ紛失例
倒壊：家屋倒壊、戸棚転倒、PC落下などによるHDD破損。
火事：社屋の火事だけでなく、近隣からの延焼による焼失。
停電：HDD読み書き中の突然の電源断はHDD破損の可能性が。
津波：社屋が押し流され物理的に紛失、水没による故障など。

御社の大切なデータを守るためのルールは裏面へ



バックアップの3つルールご存知ですか？

バックアップは最後の砦。3つのルールで社内の重要なデータをさまざまな脅威から守りましょう！

つ以上の
データを確保

社内の情報資産を取り巻くさまざまな脅威

ハードウェアの故障
ランサムウェアなどの
ウイルス感染

火災や震災などの
災害

バックアップの3-2-1ルールは以下のとおり

３ つ以上の
違った方法で

2 つは
必ず異なる場所で

１

いつ起きるかわからないデータ消失リスクの備えに向けて

元データ

バックアップ
データ

バックアップ
データ

バックアップのデータが多いほど、
データ消失のリスクは軽減できます。

オンサイト オフィス内

バックアップのことならBarracudaにお任せください
Barracuda Backupは「ハード」「ソフト」「遠隔保管」をまとめて提供します！

選ばれる
ポイント

サービス名 標準価格

バックアップ専用アプライアンス (1TBタイプ)
Barracuda Backup Server 190b (5年)

＋ 無制限クラウドライセンス 5年

1,410,000円

※構築・保守メニュー除く

お問い合わせは弊社担当まで

オフサイト
（遠隔地）

クラウドサービス

異なった場所に保管することで
火災や地震などの災害リスクから
データを守ることができます。

2つ以上の違った方法をとることで
機器の特性や寿命などからの
データ消失のリスクを軽減できます。

クラウドサービス
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